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日本の異性間性的接触によるエイズの特徴

エイズサーベイランスによる英国および米国との比較研究
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嶋本 喬

目的　我が国で増加を続けている異性間性的接触によるエイズについて，過去の患者数の推移お

よび今後の動向に関連する疫学的特徴を，他の先進国との比較により明らかにすることを目

的とした。

方法　日本との比較の対象として豊富なエイズサーベイランスデータが存在する英国および米国

を選定し，主として異性間性的接触により感染したエイズについて，報告開始時点から1996

年までの年次推移および性・年齢分布を比較した。

結果　英国，米国の異性間性的接触によるエイズ患者数が近年横ばいまたは減少傾向であったの

に対し，日本では増加を続けていた。異性間性的接触によるエイズ患者数が一定の値（年間

新規報告数30以上）に達した時点から2年間の増加率は，日本人が2.3倍，英国白人が2.4

倍，米国白人が5.0倍であった。異性間性的接触によるエイズ患者累積数の男女比は，日本

人6.3，英国1.1，米国0.5であった。診断時の年齢分布は，英国男性，米国男性では30～34

歳にピークがあったのに対し，目本人男性では35～54歳になだらかなピークがあった。日本

人女性と英国女性，米国女性との比較では，年齢分布の違いは認められなかった。

結論　日本の異性間性的接触によるエイズの特徴として，男女比と男性の年齢分布が英国，米国

と大きく異なることが明らかとなった。日本では，30歳代後半以降の日本人男性と主として

一部の外国人女性に限局して異性間感染が起きていたと推察され，このことが日本の患者数

の少ない要因の1つと考えられる。今後は，HIVに曝露される機会が少なかった10歳代，

20歳代の若年者と女性にも曝露がおよびつつあることを考慮した予防対策の推進が重要であ

る。
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